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1.組織の概要

会社概要

社　名 株式会社　浜松パルス

代表者 代表取締役社長　 　　　鈴木　康之

環境管理責任者 品質技術G 係長 藤田　宏晃 h.fujita@h-pulse.co.jp
担当 総務 古川　伸美 n.furukawa@h-pulse.co.jp

従業員数 147名 都田工場　146名　(2025年5月時点）

事業の概要 プリント基板実装組立・製品組立の製造、空気清浄機の製造と販売
・電子楽器、産業用制御機器、探知機等の基板実装
･業務用プリンター・インク製品、防犯機器関連、探知機等の組立
･業務用空気清浄機の製造と販売

都田工場(生産拠点）

床面積 3,991ｍ2 〒431-2103
静岡県浜松市浜名区新都田4-2-1
TEL：053（428）8680（代）
FAX：053（428）8681
*プリント基板実装設備保有

本社

床面積 459ｍ2 〒430-0846
静岡県浜松市中央区白羽町2412-1
TEL：053（441）4822

設立/沿革 1964年（昭和39年）６月 浜松無線製作所（本社・白羽工場）を創設
1987年（昭和62年）2月 株式会社浜松パルスに改称
1998年（平成10年）10月 ISO9002　認証取得
2003年（平成15年）9月 ISO9001/2000年度版　認証取得
2004年（平成16年）6月 第２工場の稼動
2006年（平成18年）9月 エコアクション２１　認証取得　
2013年（平成25年）2月 都田工場の新設に伴い第2工場を閉鎖
2013年（平成25年）4月 都田工場の稼動
2017年（平成29年）8月 ISO9001/2015年度版　認証取得
2017年（平成29年）10月 都田工場に生産拠点を集約
2023年（令和5年）10月 業務用空気清浄機「Air Revive」発売開始

資本金 1000万円

決算期 5月

売上高 89,811万円（2024年6月～2025年5月）

取引銀行 静岡銀行　　静岡中央銀行　　浜松いわた信用金庫

主要取引先 ローランド株式会社
ローランド　ディー．ジー．株式会社
ヤマハ発動機株式会社
ダイバックス株式会社
アツミ電氣株式会社
アート電子株式会社
東亜エレクトロニクス株式会社

本多電子株式会社
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作成日

適用日

承認 確認 作成

鈴木 永田 藤田

対象合計 145名 製造部 135名 　(基板G 25名) 営業部　　6名

社長・会長 2名 　(組立G 88名) 総務G　　2名

総合計 147名 　（品技G 　3名） 企画開発室　　2名

　（資材G 19名）

環境経営システム　役割・責任・権限表
代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任 EA21事務局 ・環境経営システムの運用・改善

・環境経営システムの実施及び管理に必要な、人、設備、 ・環境への負荷の自己チェックの実施

　費用、時間、技能技術者の準備 ・環境経営計画の作成と確認

・環境管理責任者の任命 ・環境活動内容の作成

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員への周知 ・環境経営レポートの作成

・環境経営目標設定の承認 ・環境経営目標及び環境経営計画の実績と評価

・代表者による全体の評価と見直し・指示の実施 ・環境上の緊急事態への準備及び対応に関する手順書の作成、

・環境経営レポートの承認 　訓練及びその記録

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

EA21管理責任者 ・環境経営システムの構築・実施・管理

・環境経営計画の実績集計と承認 部門長 ・自部門における環境経営システムの実施

・環境関連法規等への遵守状況の確認と評価 ・自部門における環境経営方針及び環境経営目標の周知

・環境経営レポートの確認及び地域事務局への送付 ・自部門に関連する環境経営目標及び環境経営計画の実施、

・環境への取組の自己チェックの実施 　及び達成状況の報告

・自部門の所属メンバーに対する教育訓練の実施

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚 ・自部門の問題点の発見、是正、予防処置

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加。

株式会社浜松パルス組織図
2025年5月29日

2025年6月2日

「品質マネジメント機能組織図（25.5.29改訂版）」より作成

【2025年5月1日時点】
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2.環境経営方針

・お客様のあらゆるニーズに継続的な対応力を通じて満足して頂ける製品を提供する。

・お客様のニーズに対し常に信頼される技術力を以って安心感のある製品の提供をする。

・顧客満足は全ての従業員の使命であり、

　お客様と同じ喜びを目指し、より良い製品の提供に努める。

株式会社浜松パルスは、地球環境の保全が地球全体の為の重要課題であると認識し

企業活動全ての領域において地球環境の保全に配慮し行動します。

環境理念を主眼に以下の基本方針で行動します。

　 ・環境マネジメントの継続的改善に努めます。

・環境関連の規制条例に対する意識の向上と定められた事項を遵守します。

・環境目的、目標を定め継続的改善を図り環境負荷の低減に努めます。

・5S活動を継続的に実施し、エネルギー効率を上げ、経費削減と作業効率改善による

　　粗利益率UPという課題に対し、全社で取り組んでいきます。

・SDGs活動の理解を進め、環境に良い職場を目指し、地域社会との共存共栄を目指します。

この環境方針は従業員に周知し、環境活動に取り組みます。

改定日：2019年6月1日

制定日：2005年11月15日

課題とチャンス
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3.環境経営目標及び環境経営計画の実績と評価

環境経営目標の実績と評価、次年度以降の目標
実績と評価：達成=「A」　未達率5％以内=「B」　未達率5％超=「C」

38期実績 39期 目標 39上期実績 39期実績 評価ランク

2023年度 2024年度 2024年度 2024年度 達成比率

1 温室効果ガスの低減 CO2排出量 目標達成率 100% - 115% 128%

（二酸化炭素排出量） （Kg-CO2） 321,393 - 162,694 286,402 A

原単位【CO2排出量/生産量】 - 0.40 0.44以下 0.38 0.32

①電力使用量 目標達成率 110% - 115% 122%

（電力使用量） （ｋｗｈ） 678,675 - 362,511 686,424 A

原単位【電力使用量/生産量】 - 0.85 0.98以下 0.84 0.76

②ガソリン使用量 目標達成率 146% - 142% 150%

（ガソリン使用量） （Ｌ） 4,168 - 2,449 4,359 A

原単位【ガソリン使用量/生産量】* - 5.20 9.70以下 5.66 4.85

2 水使用量の低減 水使用量 目標達成率 130% - 132% 140%

（水使用量） （㎥） 633 - 364 701 A

（1人当たり水使用量） （㎥/人） 4.98 - 2.64 4.77

原単位【1人当たり水使用量/生産量】 - 0.62 0.89以下 0.61 0.53

3 廃棄物排出低減と 総排出量 目標達成率 139% - 137% 135%

リサイクル推進 （一般廃棄物総排出量） （ｋｇ） 14,423 - 7,989 17,118 A

1【一般廃棄物】 原単位【総排出量/生産量】 - 18.0 29.3以下 18.5 19.1

リサイクル率 目標達成率 92% 98% 100% A

（％） 83.8% 89.9%以上 88.0% 90.1%

2【産業廃棄物】 総排出量 目標達成率 49% - 104% 90%

産業廃棄物総排出量 （ｋｇ） 34,498 - 17,956 42,537 C

原単位【総排出量/生産量】 - 43.0 43.0以下 41.5 47.4

リサイクル率 目標達成率 103% - 104% 107% A

（％） 96.7% 89.6%以上 93.5% 95.7%

4 自社サービスにおける 鉛フリ－化率の維持継続 目標達成率 100% - 100% 100% A

環境負荷への低減取組 半田に占める鉛フリ－割合 （％） 99.8% 99.6%以上 99.9% 99.9%

* 分母となる生産量単位を10万円から100万円に変更したため、原単位のオーダー（桁数）が10倍となった。

前提条件

・CO2排出係数は中部電力ミライズ㈱0.459（38期（2023年））を5年間（42期まで）使用。

・原単位（対生産量比率）については数値が低いほど良化していると評価。

・「リサイクル率」と「鉛フリー化率」は数値が高いほど良化していると評価。

・化学物質は使用していない為、目標設定はしていない。

次年度以降の環境経営目標

39期目標 39期実績 40期目標 41期目標 42期目標
2024年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度

（2024.6～2025.5） （2024.6～2025.5） （2025.6～2026.5） （2026.6～2027.5） （2027.6～2028.5）

1 温室効果ガスの低減 CO2排出量 A 継続 継続 継続 前期に設定した

（CO2排出量対生産量比率） 比率 0.44以下 0.32 0.44 0.44 0.44 中期目標を継続

電力使用量 A 継続 継続 継続 前期に設定した

（電力使用量対生産量比率） 比率 0.98以下 0.76 0.98 0.98 0.98 中期目標を継続

ガソリン使用量 A 継続 継続 継続 前期に設定した

（ガソリン使用量対生産量比率） 比率 9.70以下 4.85 9.70 9.70 9.70 中期目標を継続

2 水使用量の低減 水原単位比率 A 継続 継続 継続 前期に設定した

（水原単位対生産量比率） 比率 0.89以下 0.53 0.89 0.89 0.89 中期目標を継続

3 廃棄物排出低減と 一般廃棄物　総排出量 A 継続 継続 継続 前期に設定した

リサイクル推進 （総排出量対生産量比率） 比率 29.3以下 19.1 29.3 29.3 29.3 中期目標を継続

1【一般廃棄物】 一般廃棄物　リサイクル率 A 継続 継続 継続 前期に設定した

（％） 89.9%以上 90.1% 89.9% 89.9% 89.9% 中期目標を継続

2【産業廃棄物】 産業廃棄物　総排出量 C 下方修正 下方修正 下方修正 前期に設定した

（総排出量対生産量比率） 比率 43.0以下 47.4 47.4 47.4 47.4 中期目標を継続

産業廃棄物　リサイクル率 A 継続 継続 継続 前期に設定した

（％） 89.6%以上 95.7% 89.6% 89.6% 89.6% 中期目標を継続

4 自社サービスにおける 鉛フリ－化率の維持継続 A 継続 継続 継続 前期に設定した

環境負荷への低減取組 共晶半田→鉛フリ－ （％） 99.6%以上 99.9% 99.6% 99.6% 99.6% 中期目標を継続

39期目標の説明：前期に設定した中期目標を継続した。理由は社員モチベーションを保ちながら、長期で特殊事情を希釈でき、わかりやすくするため。

中期目標（40期以降目標）設定：産業廃棄物総排出量以外は前期（38期）に設定した中期目標をそのまま継続とした。

電力量：需給の不透明さや、客先の市場動向、材料・資材の供給状況等複数要素が絡み、予測難易度が高い為、臨機応変な目標変更の可能性がある。

廃棄物：客先との関係による業容変化や外部環境変動による生産体制への影響、また保有備品・在庫・什器等の劣化状況を勘案し、臨機応変な目標変更の可能性がある。

実績グラフ（別紙3-1）

実績グラフ（別紙3-1）

実績グラフ（別紙3-2）

実績グラフ（別紙3-2）

実績グラフ（別紙4）

作成日:　2025/6/30

No 取組項目 重点項目

3年中期目標

前期に設定した中期目標に対して

No 取組項目 重点項目 指標 補足

当期目標

実績グラフ（別紙2）

実績グラフ（別紙1）

実績グラフ（別紙1-①）

実績グラフ（別紙1-②）
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環境経営目標の実績グラフ_別紙１「温室効果ガスの低減」

実績と評価：達成=「A」　未達率5％以内=「B」　未達率5％超=「C」

1 CO2排出量合計

目標 0.44以下 128%

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2024年度

36期 37期 38期 39期 39上期

二酸化炭素 （Kg-CO2） 183,204 257,103 321,393 286,402 162,694

原単位【CO2排出量/生産量】 0.27 0.33 0.40 0.32 0.38

生産量（売上高　単位：千円） 687,958 789,000 801,460 898,108 433,000

作成日:　2025/6/30
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達成

2024/10～Greenでんき(CO2フリー）を20％導入したため、39下期はCO2排出量は抑えられ、原単位は
0.32となり、目標である0.44以下は達成した。翌期（40期）秋にはエアコンの交換工事を予定しており、継続的
にCO2削減に取り組む。Greenでんき％の引き上げも選択肢としている。

過去4年間の電力使用量をグラフ化したところ、最大需要電力は夏に発生している事が分かる。
点線では各期上期（6～11月）は最高気温、下期（12～5月）は最低気温をプロットした。
近年は夏場の最高気温が記録を更新する勢いのため、それに応じて電力消費量も上昇している。
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環境経営目標の実績グラフ_別紙1-①、1-②「温室効果ガスの低減」

実績と評価：達成=「A」　未達率5％以内=「B」　未達率5％超=「C」

1-① 電力使用量

目標 0.98以下 122%

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2024年度

36期 37期 38期 39期 39上期

電力使用量 (kWh) 557,949 632,373 678,675 686,424 362,511

原単位【電力使用量/生産量】 0.81 0.80 0.85 0.76 0.84

生産量（売上高　単位：千円） 687,958 789,000 801,460 898,108 433,000

1-② ガソリン使用量

目標 9.70以下 150%

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2024年度

36期 37期 38期 39期 39上期
ガソリン使用量（L） 5,852 4,683 4,168 4,359 2,449
原単位【ガソリン使用量/生産量】 8.51 5.94 5.20 4.85 5.66
燃費（Km/L） 10.04 11.55 12.71 12.28
生産量（売上高　単位：百万円） 688 789 801 898 433

作成日:　2025/6/30

ガソリン使用量と燃費
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557,949

632,373
678,675 686,424

0.81 0.80 
0.85 

0.76 

0.98以下 

0.70

0.80

0.90

1.00

1.10

1.20

1.30

1.40

1.50

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

800,000

36期 37期 38期 39期

原
単
位

電
力
使
用
量

電力使用量と原単位
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達成
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ガソリン使用量と原単位と燃費

ガソリン使用量（L） 原単位【ガソリン使用量/生産量】 目標 燃費（Km/L）

達成

当社の電力使用量は夏場にピークとなり、最高気温が毎年記録を更新する勢いであるため、年々上昇している。生産
量の上昇が電力使用量の増加率をカバーしてくれている為原単位は減少（良化）し、0.98以下の目標を達成した。

ガソリン使用量は前期（38期）に底打ちしたが当期は上昇している。前期10月から発売開始の新製品拡販のため
走行距離が伸びているためである。売上高（生産量）がガソリン使用量の伸びをカバーしている為、原単位は減少
（良化）し、9.70以下という目標を達成した。燃費については2023年12月に低燃費車導入、また長距離を運転
する機会が増えたため、良化した。
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環境経営目標の実績グラフ_別紙2　「水使用量の低減」

実績と評価：達成=「A」　未達率5％以内=「B」　未達率5％超=「C」

2 水使用量

目標 0.89以下 140%
2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2024年度

36期 37期 38期 39期 39上期

水使用量(ｍ3) 526 572 633 701 364

原単位【1人当たり水使用量/生産量】×100 0.71 0.66 0.62 0.53 0.61

1人当たり水使用量【ｍ3/人】 4.87 5.20 4.98 4.77 2.64

従業員数（対象事業所人数） 108 110 127 147 138

生産量（売上高　単位：百万円） 688 789 801 898 433

水使用量と原単位

作成日:　2025/6/30

水使用量を㎥からLに換算し、1人当たり１日の水使用量をグラフ化した。トイレ1回当たりの使用水量はおよそ4L
なので、ひとり5回トイレに行くと、1日に20Lは使用する計算になり、使用量としては妥当。そのほか手洗いや飲み水
など生活用水で水を使用している。
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達成
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従業員数と1人当たり1日の水使用量(L)

従業員数 1人当たり１日の水使用量(L)

売上高（生産量）の増加に伴い、従業員数が増加し、水使用量も増加している。水使用量の増加よりも生産量
の増加割合の方が高いため、原単位が下がり良化した。

ひとり1日

×18本
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環境経営目標の実績グラフ_別紙3-1　「廃棄物排出物低減とリサイクル推進」

実績と評価：達成=「A」　未達率5％以内=「B」　未達率5％超=「C」

3-1 【一般廃棄物】総排出量とリサイクル率

目標 29.3以下 135%

目標 89.9%以上 100%

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2024年度

36期 37期 38期 39期 39上期

一般廃棄物総排出量（ｋｇ） 20,038 20,058 14,423 17,118 7,989

原単位【総排出量/生産量】 29.1 25.4 18.0 19.1 18.5

回収再利用量（ｋｇ） 18,540 18,030 12,092 15,418 7,029

A4用紙購入枚数 155,000 155,000 140,000 125,000 55,000

リサイクル率（％）【回収再利用量/総排出量】 92.5% 89.9% 83.8% 90.1% 88.0%

生産量(売上高　単位：百万円） 688 789 801 898 433

排出量とリサイクル率

作成日:　2025/6/30
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A4用紙購入枚数 リサイクル率（％）【回収再利用量/総排出量】 目標

達成

20,038 20,058

14,423

17,118

29.1 
25.4 

18.0 19.1 

29.3以下 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

36期 37期 38期 39期

原
単
位

総
排
出
量

一般廃棄物総排出量と原単位

一般廃棄物総排出量（ｋｇ） 原単位【総排出量/生産量】 目標

達成

一般廃棄物（紙類と可燃物）は文書運用を紙媒体から電子媒体に移行している一方で、業務改善目的で
管理帳票出力が増加しているため、排出量が増加した。売上高（生産量）の増加が排出量の増加分の分母
になり、薄めてくれている為、目標の29.3以下は達成できた。購入前から購入物の最終形（廃棄かリサイクル
か）を念頭に置いた購入を心がけたい。

A4用紙の購入量は減少傾向であり、紙類の一般廃棄物量は増加するも、リサイクルの啓発が進み、リサイクル
率が上昇している。
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環境経営目標の実績グラフ_別紙3-2　「廃棄物排出物低減とリサイクル推進」

実績と評価：達成=「A」　未達率5％以内=「B」　未達率5％超=「C」

3-2 【産業廃棄物】総排出量とリサイクル率

原単位目標 43.0以下 90%

リサイクル(%)目標 89.6%以上 107%

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2024年度

36期 37期 38期 39期 39上期

産業廃棄物総排出量（ｋｇ） 16,719 23,399 34,498 42,537 17,956

原単位【総排出量/生産量】 24.3 29.7 43.1 47.4 41.5

回収再利用量（ｋｇ） 16,019 20,961 33,345 40,689 16,789

リサイクル率（％） 95.8% 89.6% 96.7% 95.7% 93.5%

生産量（売上高　単位：百万円） 688 789 801 898 433

【産業廃棄物（特別管理含）】

作成日:　2025/6/30
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達成
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産廃排出量の処分方法

最終処分(%) リサイクル(％)

産廃（軟プラ・基板くず・ハンダ廃棄・金属・硬プラ・ガラス・混廃・廃油・汚泥）についても業容の変化により
排出量が増加している。従来は客先にて行っていた工程が当社に移行した事が主要因で今期は産廃総量の
半分以上が客先からの移行分である。目標については原単位は未達、リサイクル率は達成となった。
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環境経営目標の実績グラフ_別紙4　「自社サービスにおける環境負荷への低減取り組み」

実績と評価：達成=「A」　未達率5％以内=「B」　未達率5％超=「C」

4 自社サービスにおける環境負荷への低減取組（鉛フリ－化の推進）

鉛ﾌﾘｰ(%)目標 99.6%以上 100%

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2024年度

36期 37期 38期 39期 39上期

鉛フリ－（％） 99.9% 99.9% 99.8% 99.9% 99.9%

生産量（売価　単位：百万円） 688 789 801 898 433

鉛フリー化率の維持継続

作成日:　2025/6/30

鉛フリー率（％）
の算出方法

鉛フリー仕様の半田購入量

全半田購入量
*100

99.9% 99.9% 99.8% 99.9%

99.60%

98.0%
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99.0%
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100.0%
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鉛フリー率

鉛フリ－（％） 鉛ﾌﾘｰ(%)目標

達成

鉛フリー化率は目標の99.7％を超え、99.9％となり、目標を達成できた。高止まりになっている要因と

して、一部共晶製品の廃盤が挙げられる。環境問題に対する世界的な気運の高まりから鉛フリー化が

浸透していることもあり、今後とも引き続き、顧客への推進活動により顧客への鉛フリー化のアプローチ

を継続していく。
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環境経営計画の実施と評価、次年度の取組内容
ランクA 目標達成 計画作成日：2024年5月20日

B 目標未達成だが改善中又は改善計画有 結果記入日：2025年5月30日

C 目標未達成で根本的見直しが必要 作成者：古川　　確認者：藤田

結果評価

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 ランク

・ EA21事務局 A

・推進中 ・北口階段と2階ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ室前通
路（共通エリア）電気消灯確認毎日実施（8：
45/13：00）

・引き続き実施

・ ミライズ節電プログラムに参加 EA21事務局 A

・夏の節電プログラム7/1～9/30
・冬の節電プログラム 12/1～3/31

・引き続き実施

・ EA21事務局 A

・社外組織ではなく、内製で自社に合った資
料にて2025/4/1社内セミナー実施

・内製で自社に合った資料にて環境に関するト
ピックについて30分程度の説明会を開催する

・ 「Ｇｒｅｅｎでんき」契約を開始する EA21事務局 A

・中部電力ミライズのGreenでんき（CO2フリー）の
契約を20％導入（10月～開始予定）・「静岡県温室
効果ガス排出削減事業者認証制度」に基づき、計
画書を提出（計画期間R5年度～R7年度）

・引き続き実施

・ 建屋修理による熱効率改善他 EA21事務局 A

・コンプレッサー室熱こもり（雨漏り）対策換気対応6
月実施・建屋屋根の塗装工事実施予定4～5月・
屋上での水まきによる熱効率改善（8/5～10/18）

・エアコンの交換をする（古いものから実施）

・ 「交通安全啓発」と「安全運転パトロール」の開催 安全衛生委員会 A

・7月過去一年間の交通事故に関するデータ分析
配信・9月駐車場の巡視をし、車止め白線アスファ
ルトの凹み等を確認修理実施・随時社内/外通報
に基づき、安衛委員会より該当者に指導、館内放
送にて啓発

・引き続き実施

・ 所有部署 A

・継続推進中 ・引き続き実施

・ 低燃費車の導入・活用 営業 A

・継続推進中 ・引き続き実施

・ EA21事務局 A

・社外組織ではなく、内製で自社に合った資
料にて2025/4/1社内セミナー実施

・内製で自社に合った資料にて環境に関するト
ピックについて30分程度の説明会を開催する

・ 『節水』表示による啓発活動と実施 各部署 A

・水道漏れ点検実施7月実施（都田工場）9
月不使用時の水栓バルブ閉め（本社工場）・
9月女子ﾄｲﾚ流水音ｾﾝｻｰ設置（都田工場）

・引き続き実施

・ 職場巡視による環境チェック（毎月1回） 安全衛生委員会 A

・安全衛生委員会にて巡視・2025/1/21から
取水制限館内放送

・引き続き実施

・ 廃棄物分別の徹底と部内指導 各部署 A

・廃棄物分別指導（廃棄物ｺﾝﾃﾅ巡回や・掃
除ﾀｲﾑでの個別指導）・紙屑専用のｺﾞﾐ箱の
増設

・引き続き実施

・ 職場巡視による環境チェック（毎月1回） 安全衛生委員会 A

・安全衛生委員会にて巡視 ・引き続き実施

・ EA21事務局 A

・社外組織ではなく、内製で自社に合った資
料にて2025/4/1社内セミナー実施

・内製で自社に合った資料にて環境に関するト
ピックについて30分程度の説明会を開催する

・ 産廃事業者現地確認見学ツアー開催 EA21事務局 A

・4/23㈬中遠環境保全と山美商店にて現地
確認実施

・引き続き実施

・ 廃棄物分別の徹底と部内指導 各部署 A

・廃棄物分別指導（廃棄物ｺﾝﾃﾅ巡回や・掃
除ﾀｲﾑでの個別指導）・木ﾊﾟﾚは廃棄せずに
木材を再利用する個人に譲渡（ﾛｸﾞﾊｳｽ目
的）

・引き続き実施

・ 職場巡視による環境チェック（毎月1回） 安全衛生委員会 A

・安全衛生委員会にて巡視 ・引き続き実施

・ EA21事務局 A

・社外組織ではなく、内製で自社に合った資
料にて勉強会実施検討中（2024/12/25）

・内製で自社に合った資料にて環境に関するト
ピックについて30分程度の説明会を開催する

・ 産廃事業者現地確認見学ツアー開催 EA21事務局 A

・4/23㈬中遠環境保全と山美商店にて現地
確認実施

・引き続き実施

計画

実績

推進中

Ｎｏ
取組
項目

具体的活動計画及び内容 責任者
2024年 2025年

結果補足（推進中は朱文字） 次年度の取組内容

1

C
O
2
排
出
量
の
低
減

①
電
力
使
用
量

の
削
減

休憩時間における室内照明の消灯（1日1時間）

浜松地域イノベーション推進機構によるセミナー開
催　　あるいはEA21事務局による環境レポート説明
開催

②
ガ
ソ
リ
ン

使
用
量
の
削
減

ガソリン使用量の車別記録による使用量管理と
燃費確認

浜松地域イノベーション推進機構によるセミナー開
催　　あるいはEA21事務局による環境レポート説明
開催

2

水
資
源
投
入
量

の
低
減

使
用
量
の
削
減

3

廃
棄
物
排
出
量
低
減

1
一
般
廃
棄
物
の
低
減

浜松地域イノベーション推進機構によるセミナー開
催　　あるいはEA21事務局による環境レポート説明
開催

2
産
業
廃
棄
物
の
低
減

浜松地域イノベーション推進機構によるセミナー開
催　　あるいはEA21事務局による環境レポート説明
開催
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ランクA 目標達成 計画作成日：2024年5月20日

B 目標未達成だが改善中又は改善計画有 結果記入日：2025年5月30日

C 目標未達成で根本的見直しが必要 作成者：古川　　確認者：藤田

結果評価

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 ランク

計画

実績

推進中

Ｎｏ
取組
項目

具体的活動計画及び内容 責任者
2024年 2025年

結果補足（推進中は朱文字） 次年度の取組内容

4

環
境
負
荷
へ
の

低
減
取
組

 
完
全
鉛

フ
リ
ー
化

の
実
現

・ 各部署 A

・継続推進中 ・引き続き実施

・ 環境経営方針社内発信（期初・中期） 管理責任者 A

・全体朝礼で発信 ・引き続き実施

・ 現場朝礼、掲示等による啓発活動 各部署 A

・EA21事務局より現場リーダーに随時メー
ル・回覧・館内放送など発信し、現場へ落と
し込んでいる

・引き続き実施

・ EA21環境関連等の教育内容を社内へ配信 EA21事務局 A

・環境レポートの中間結果をメール・回覧に
て配信する

・引き続き実施

・ 社員へのEA21基礎教育の実施(年1回） EA21事務局 A

・内部監査を通じて教育を実施する ・引き続き実施

・ EA21事務局 A

・社外組織ではなく、内製で自社に合った資
料にて2025/4/1社内セミナー実施

・内製で自社に合った資料にて環境に関するト
ピックについて30分程度の説明会を開催する

・ 産廃事業者現地確認見学ツアー開催 EA21事務局 A

・4/23㈬中遠環境保全と山美商店にて現地
確認実施

・引き続き実施

6

管
理
体
制

内
部
監
査

・ EA21事務局 A

・内部監査実施（5/2㈮、5/7㈬、5/8㈭、5/9
㈮）

・引き続き実施

コ
ピ
ー

用
紙
の

削
減

・ コピー用紙の削減（裏紙の使用、使用枚数の管理） 総務 A
・裏紙の使用の呼びかけと複合機で使用枚
数をカウントする。

・引き続き実施

紙
で
の

申
請
の

削
減

・ 総務 A
・【A4】時間外申請用紙35枚×12M=420枚+勤怠
管理表20枚×12M＝240枚+有給票110枚=770枚/
年・【タイムカード】150人×12M=1800枚/年

・引き続き実施

・ 避難訓練の実施（年2回） 総務（防災委員会） A

・11月浜松西法人会リモート防災研修視聴・5月防
災訓練＆環境上の緊急事態の対応に関する試行
及び訓練実施

・冬季には夜勤者対象に防災訓練を実施予定

・ 防災教育（担当従業員（年2回）） 総務（防災委員会） A

・11月浜松西法人会リモート防災研修視聴・5月防
災訓練＆環境上の緊急事態の対応に関する試行
及び訓練実施

・冬季には夜勤者対象に防災訓練を実施予定

・ 総務/製造 A

・2024/7/17㈬＆18㈭ビジネスマッチングフェア＠
浜松アクト出展・2024/10/9㈬～11㈮JAGRI＠幕張
メッセ出展　・2024/11/8㈮11/9㈯いわた産業振興
フェア

・引き続き実施（2025/7/9～7/11AGTS農業展出
展予定）

・ 総務/製造 A

・2024/7/25浜松城北工業高等学校会社見
学説明会受入・2025/3/11企業別説明会参
加（浜松城北工業高校）

・引き続き実施

・ EA21事務局 A

・緑の募金を実施5/7㈬～5/14㈬（結果4626
円）

・引き続き実施

・ 総務 A

・ラベルレス水の購入・予算会議にて購入品
絞り込みと部門間融通・無駄買い防止強化
中。購入後は費用対効果（あれば環境への
効果）の検証実施中。

・引き続き実施

改訂0

共晶半田製品の取引先へ鉛フリー化のアプローチ

5

従
業
員
の
環
境
教
育

環
境
方
針

、

目
標

、
活
動
計
画

の
徹
底

社
員
教
育
の
実
施

浜松地域イノベーション推進機構によるセミナー開
催　　あるいはEA21事務局による環境レポート説明
開催

環境経営システムの状況確認

7

用
紙
削
減 勤怠システム導入による紙申請の削減（タイムカー

ド・コピー用紙含む）

8

緊
急
事
態

訓
練

環
境
上
の

緊
急
事
態
の

想
定
訓
練

HPC EA-5.1-03

9

S
D
G
s
へ
の
取
組

地
球
環
境
と
の
共
存
共
栄

フードロス低減に貢献する事業の展開（AIR
REVIVE=業務用空気清浄機）
「SDGs2 飢餓をゼロに」
「SDGs9 産業と技術革新の基盤を作ろう」
「SDGs12 つくる責任使う責任」

地元高校生の職場体験の受入
「SDGs4 質の高い教育をみんなに」
「SDGs8 働きがいも経済成長も」

緑の募金による緑化活動推進
「SDGｓ11　住み続けられるまちづくりを」
「SDGs13　気候変動に具体的な対策を」
「SDGs15　陸の豊かさも守ろう」

消耗品・制服のリサイクル・リユースの推進
「SDGｓ12　つくる責任つかう責任」
「SDGs14　海の豊かさを守ろう」
「SDGs15　陸の豊かさも守ろう」
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4.環境関連法規等への遵守状況と評価、外部コミュニケーション

確認日

　　当事業所に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。 確認者

１．環境上の適用法規制の遵守状況と評価 2025年5月30日

藤田宏晃

遵守評価記号　（〇：遵守確認済み　　×：遵守未確認）

法規制 備考 遵守状況 法規制 備考 遵守状況

〇

廃棄物処理法
特別管理産業廃棄物

管理責任者=鈴井
〇 容器リサイクル法 〇

消防法 〇 リサイクル法

〇

浜松市の火災予防条例 〇 大気汚染防止法 〇

工場立地法
浜松市長への届出

2012年5月24日
〇 静岡県環境基本条例

〇

労働安全衛生法 〇 静岡県地球温暖化防止条例 〇

労働安全衛生規則
化学物質責任者=藤田

保護具着用責任者=鈴井
〇 浜松市環境基本条例

〇

フロン排出抑制法 〇
浜松市廃棄物の減量及び資源化並びに

適正処理等に関する条例
〇

家電リサイクル法 〇 有機溶剤中毒予防規則 有機溶剤作業主任者=鈴井

〇

静岡県生活環境保全等に関する条例

【騒音防止】

届出：2012年5月30日

→変更：2022年3月31日
〇 化管法(SDS制度) SDS収集 〇

静岡県生活環境保全等に関する条例

【振動防止】
〇 グリーン調達 顧客要求事項

顧客要求事項 〇

浜松市産業廃棄物の適正な処理に

関する条例

事業者の産業廃棄物の実施

の確認：2025年4月23日
〇 RoHS2指令 顧客要求事項 〇

-13-
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環境創造条例
〇 REACH規則



4.環境関連法規等への遵守状況と評価、外部コミュニケーション

確認日

　　外部要望に対し、また関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟はありませんでした。 確認者

2．外部との環境コミュニケーション受付記録 2025年5月30日

藤田宏晃

-14-

EA21 （株）浜松パルス

作成 ： 藤田

作成日:2024年6月1日

 ◎外部利害関係者からの環境に関する苦情や意見・要望等を受け付けて、対応し記録する。 更新日：2025年5月30日

外部要望

受付日 受付内容 管理Ｎｏ 受付日 受付内容 顧客名 文書類 備考

6月分 なし 6月21日 紛争鉱物調査依頼 ダイバックス㈱

紛争鉱物調査に伴う情報の取り

扱いに関して 購買品(ペースト半田）調査済

7月5日

REACH管理物質　240物質　→　241物質

（1物質追加） ローランド㈱

含有管理対象物質【付表２】

（REACH高懸念物質

「SVHC」 Candidate List）

(27-Jun 2024) 購買品(半田・ペースト半田等）調査済

なし 7月10日 コバルト・マイカ使用有無調査依頼 ダイバックス㈱

2024年 コバルト・マイカ調査ご

協力のお願い 購買品(ペースト半田）調査済

8月分 なし 8月30日 紛争鉱物調査依頼 (有)フォート CMRT Rev.6.4 購買品(半田・ペースト半田等）調査済

9月分 なし

10月分 なし 10月8日

欧州REACH 規則において、2024年6月27日に

ECHA（欧州化学品庁）よりSVHC（高懸念物

質）の追加

またフランスの法律 L.2020-105 で新たな物質が追

加 ローランドDG㈱

グリーン調達ガイドライン改定

(ver.32→ver.33）
購買先へのガイドライン更新伝達

ASSY製品に対する非含有報告

11月分 なし 11月29日

REACH管理物質　241物質　→　242物質

（1物質追加） ローランド㈱

含有管理対象物質【付表２】

（REACH高懸念物質

「SVHC」 Candidate List）

(2-Nov 2024) 購買品(半田・ペースト半田等）調査済

12月分 なし 12月17日 紛争鉱物調査依頼 ダイバックス㈱

紛争鉱物調査に伴う情報の取り

扱いに関して 購買品(ペースト半田）調査済

1月分 なし

2月分 なし 2月10日

REACH管理物質　242物質　→　247物質

（1物質追加） ローランド㈱

含有管理対象物質【付表２】

（REACH高懸念物質

「SVHC」 Candidate List）

(21-January 2025) 購買品(半田・ペースト半田等）調査済

3月分 なし

4月分 なし 4月24日 環境調査（chemSHERPAデータ提出依頼） (有)フォート なし 購買品(半田・ペースト半田等）調査済

5月分 なし 5月8日

欧州REACH 規則において、2025年1月21日に

ECHA（欧州化学品庁）よりSVHC（高懸念物

質）の追加 ローランドDG㈱

グリーン調達ガイドライン改定

(ver.33→ver.34）
購買先へのガイドライン更新伝達

ASSY製品に対する非含有報告

HPC EA-9-02 改訂0

苦情/意見

受付対象期間：2024年6月～2025年5月

外部との環境コミュニケ－ション受付簿［台帳］

7月分



(1) A版　令和7年4月1日 ぱるす新聞 2025年（令和7年）4月1日　11号　ぱるす新聞　（年刊）総務

出典：環境省HP、ASUENE MEDIA HP(アスエネ㈱）、国立環境研究所HP　(RESERCHVol.35 No.4)、Yahoo！ニュース

ぱ
る
す
新
聞

39期

(2024.6.1～

2025.5.31)

第11号

2015.7.3

2015.12.19

2016.4.2

2016.4.2

2016.5.21

2016.5.21

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
達
成
は
と
に

か
く
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
減

ら
す
事
が
第
一
選
択
肢
で
す
。

左
図
で
は
省
エ
ネ
の
進
展
の
他
に
、
経
済

の
鈍
化
や
震
災
な
ど
の
影
響
で
副
次
的
に
排

出
量
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。 日

本
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
推
移

な
ぜ
新
紙
幣
に

変
え
る
の
か

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

最
近
よ
く
耳
に
す
る

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
は

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
と
吸
収
量

を
均
衡
さ
せ
る
こ
と
。

●
「
温
室
効
果
ガ
ス
」
の
発
生

化
石
燃
料
の
燃
焼
や
家
畜
の
げ
っ
ぷ
、

農
業
で
の
窒
素
肥
料
使
用
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
造
過
程
な
ど
で
発
生
し
ま
す
。

●
「
温
室
効
果
ガ
ス
」
の
吸
収

自
然
の
力
を
借
り
る
方
法

植
林
・
森
林
管
理
に
よ
る
、
光
合
成
が

お
も
な
吸
収
方
法
で
す
。

技
術
的
な
解
決
策

大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
す
る

技
術
が
研
究
さ
れ
て
い
ま
す
。

集
め
ら
れ
た
二
酸
化
炭
素
を
地
下
に
貯

蔵
し
た
り
、
合
成
燃
料
の
製
造
な
ど
他

の
用
途
に
利
用
す
る
な
ど
の
方
法
が
実

用
に
向
け
て
開
発
途
中
の
よ
う
で
す
。

認証番号0001017

偽
造
防
止
に
2
0
年
周
期
で

改
刷
し
て
お
り
、
※
最
先
端
の

技
術
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る

※
高
精
細
す
き
入
れ

透
か
し
絵
の
背
景
に
連
続
模
様

を
施
す

※
3
D
ホ
ロ
グ
ラ
ム

紙
幣
を
動
か
す
と
肖
像
が
回
転

す
る外

国
人
に
や
さ
し
い
デ
ザ
イ

ン
に
変
更
さ
れ
た

（
漢
数
字
と
ア
ラ
ビ
ア
数
字
の

位
置
の
入
替
）

都
市
伝
説

タ
ン
ス
預
金
（
1
0
7
兆
円

に
の
ぼ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
）

の
あ
ぶ
り
出
し
を
し
て
消
費
や

投
資
に
回
さ
せ
よ
う
と
し
て
い

る
？

【2013以降の減少要因】

省エネの進展・原発再稼働・鉄鋼業生産減少・新

型コロナによる経済鈍化（旅客・貨物輸送減少）

ﾘｰﾏﾝｼｮｯｸ 震災

京都議定書

パリ協定

日
本
は

2
0
5
0
年
ま
で
に
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

を
全
体
と
し
て
ゼ
ロ
に

す
る
事
を
宣
言
し
て
い

ま
す
。

2024/7/3発行
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6.代表者による全体評価と見直しと指示 作成

作成　 2025年7月18日

確認 　コメント記載

1 エコアクション21文書（環境経営レポート） ■ ガイドライン2017年版の要求事項を反映

2 環境経営目標の達成状況 ■ 今期結果より来期目標及び項目の優先順位等を見直し

3 環境経営計画の実施及び実施状況 ■ 環境変化に合わせて来期の取り込み内容を見直し

4 環境関連法規の遵守状況 ■ 問題無し

5 外部からの環境に関する苦情や要望等 ■ 問題無し

6 問題点の是正・予防措置の実施状況 ■ 内部監査報告書等に記載

7 ■

　1）　環境マネジメントシステムの継続的改善

内部監査を有効に活用し、環境マネジメントシステムの運用状況と改善の機会を指示・確認することができました。

従業員数が年々増加していますので、新規従業員に対しても環境マネジメントシステムを理解してもらえるように、

活動をお願いいたします。

　2）環境保全の推進

生産量の増加に伴い、電力使用量の増加や、廃棄物の排出量が増加傾向にあります。特に電力使用量の増加が、

温室効果ガスの排出量増加に直結しています。旧型エアコンの交換や、設備更新などの計画的推進、

また、Greenでんき（CO2フリー）の比率の増枠も選択肢に入れて、環境保全を推進していくようにお願いいたします。

　3）SDGsへの取り組み

自社製品を通して、食品ロスへの取り組みを積極的に行い、地元地域からの理解を深められるようにお願いします。

また、農業展などへ出展することで、自社製品の社会的認知度を向上させ、SDGsへの取り組む姿勢をアピール

していけるようにお願いいたします。

株式会社　浜松パルス

代表取締役　鈴木康之

見直し項目
変更の
必要性

1 環境経営方針 有・無

2 環境経営目標 有・無

3 環境経営計画 有・無

4 環境に関する組織 有・無

5 その他のシステム要素 有・無

6 その他（外部への対応） 有・無

２
・
代
表
者
に
よ
る
全
体
評
価
・
見
直
し
指
示

2025年7月18日

指示事項等

生産量増加に伴い、電力使用量の増加が予測されます。省エネ活
動を社内へ推進し、温室効果ガスを低減するようにしてください。

EA21の活動内容を若手社員へも啓発し、人材を育成するようにお
願いいたします。

内部監査を通して環境経営システムの運用状況の確認を行い、継
続的な改善を実施してください。

SDGsへの取り組みを通して、地域社会・地球環境との共存共栄を
図ってください。

藤田

　　　実施確認項目

１
・
見
直
し
関
連
情
報

その他 特に無し
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